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The thing that is 

[School hygiene] and 

learned in the current of history. 

[Education of health] from the Meiji Era 

(1868 1912) to today-

Yoshinori YO Rl KAN E 

Abstract 

This report is summarized my consideration of historical aspect of Japanese 

health education. 

We might think our health education and school hygiene were not taught before 

the world war ll. Because the delegation of American educational investigation after 

the world war ll was reported that there was few evidence to teach health education 

and public hygiene at the school in J~pan before world war ll. 

However, I found some books and materials of described health education and 

public hygiene, which wrote about important and useful our life in school not health 

education class but discipline/morality class. And those contents were desrcribed such 

as long life for health, that is almost same concept of nowaday' eucation policy. This is 

enough to be surpurised us. But that time most teacher could not teach students how 

they use those knoweledge in their life. 

This is very important point, becasue before world war ll health education system 

and that philosohy was existed same as today. From this point, we should learn not 

"what system of health educatron we need" but "how use educational system for 

students and how consider the future aim for life". Therefore good educational system 

of health education must be considerd and managed not only what system but also how 

to use, if that point will not have concept of system, it might not fulfill its function. 

Finally, I believe that to learn form historical evidence is teaching us not only to 

know its case but also what reason made its case, that is, we need to know" what to 

learn from history. 

~~~~,f:+~~frec ~ .~, ~~4t ~~;i~f'~~i)ll~;~~4~ 

~Uq)~~~~~~~, ~~uv> r~~~~1~*~4~J ~)t~~~)~p 

ec)~-~~T･ ~ . ~i~=~~,~"~L~~~~~ Lv*)~f*~~ ~~~ 

~) ~ ~) 1 ~~*a)~f=~~~~'**~ ~ ;~~ -~;･･^,･ Uf~~ ~f 

~Le~f~~bt~~~+･f,_-.~~f~~q)~8~~ f~~*~kA~r4[~ 

~r~~~~j~~-~~~IIF~:TJ ~:~)?~i~t~)~~~+~, B~~~ 

~:=~~:)~o)~'~c*~~~=~~~~~~) ~, ~~~~7~;~~lc~ .c rH 

2~c)~~),*~~!,~*~~;~t~~~~~.･' f~*"~~* ~i~~4tn~~~c"~*~I*}c~-'-*~~~~ 

~~~~~;~~ ~)~ ~?~~Lf..-~~-)~~~i~J ~~~'~=~fm~tL 

;~~~~f~=･-･"~'-'*H,J~f~~n~~~Ic~~~~1 Lf._- ~ ~ e~, r)1~f*~ 

~!~~~: ~;FI ec~~v>~~~~J ~~ ~~~ f~~~~;~'t~~i;~;cf 

~v, < ~ ~ lct~~;~. 

- 59 -



　近代市民精神の表現であるフランス啓蒙思

想の影響を多分に受けたと思わせる明治5年

（1872）一の・「学制」の布告文は，「学問はジ

士人以上の事とし，農工商及び婦女子に至っ

ては之を度外におき，学問の何物たるかを辮

ぜ」しめなかった封建教学を鋭く批判し，学

問は万人のためのものであるとして，有名な

「自今以降一般の人民　一華士族農工商及婦

女子一　必ず邑に不学の戸なく，家に不学の

人なからしめん事を期す」と意気高らかに宣

言している。

　この「学制」によって，大学校8校，中学

校256校，小学校53，760校と多数の学校を造

る事になり，初めの頃は，肝腎の子供達が集

まらないなどの背景があるにしろ，「国民皆

学」が称された訳である。その実態はどうで

あったかを，教育制度，教科書，国定教科書，

教師用教科書，指導要綱，指導要領，．文部省

訓令，省令，学校設備基準等の資料から，「当

時の健康教育の内容」がどのような形で取り

上げられているか，「健康教育」の可能性が

あったのかについて探り「そこから学ぶもの

は何か」を見る事にしよう。

　旧称「学校保健管理」の内容は，学校保健

と健康教育を挙げることができるが，わか国

において，明治以降それがどのような形で取

り上げるようになっていたのかを見ることか

ら始めよう。

　戦後，アメリカ教育使節団（第1次・第2

次）の報告書に，「日本においては，学校衛

生も健康教育も低調であった」という事が書

かれている。しかし，それ以前の文部省布達，

省令，訓令，通牒等を調べると，明治期の前

半の時期でも，健康に対する関心と配慮がは

らわれていた事が解る。また，小学校の修身，

国語，理科等の教科の中でも「健康教育」に

類するものが取り挙げられている。・とれが，

「健康教育」として，現在のような形までの

展開を見な一かったのは「健康」に対する考え

方の差が原因であるとも言える。

この事は，「健康」に対する認識を，より確実・

正確にすること，その保持に関する実践活動

の必要性を指等する事・づヰり「健康教育」

をおざなりにしていると，百年昔の過ちを，

再び犯しかねない要素も含んでいる。

　論語の「温故知新」は，よく知られている

言葉であるが，本来は「温故知新以師」であ

り，旧きを尋ねるだけでなく，そこから眞な

るものを知り，生かすことをしなければ，単

なる懐古趣味的知識で終わってしまうことに

・なる。

　学校教育制度の変遷のうち，学校衛生，学

校保健，健康教育等に関連のあるものは，次

ぎのものを挙げることが出来る。

1864（元治元年）　松本良順「養生法」を著

　　し，西洋医学を紹介。

　　良順は，箱館（函館）戦争にも参加

1867（慶応3年）　松田玄端「健全学」を著

　　し，公衆衛生の萌芽を創る。一

1868（明治元年　慶応4年，11月19日から明

　　治元年）西洋医学が許される。

1871（明治4年）　大学を廃し，文部省設置，

　　文部省布達により，東校内に種痘局を置

　　く。

！872（．明治5年）　衛生行政一般事務管掌の

　　ため，文部省に医務課を置く。（2月）

　　「学制公布」（第27・29・211章）

　　小学教則を定め，下等小学校4，3級で

　　週2時問養生法か行なわれることになっ

　　た。「養生法一松本」，「健全学一松田」

　　に基づき，教師の口述授業とした。

1873（明治6年）　学医，巡視事務章程（学

　　校設備衛生の始め）

1874（明治7年）．ダビット・モルレー　申

　　報。（ダビット・モレー，ディビィット・

　　マレーとも表記されている）

ユ877（明治10年）文部書記官　学医巡視報告

　　書。

1878（明治11年）体操取調掛　のち体操伝習
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　　所　　教学大旨。

1879（明治12年）学制廃止　「教育令」公布。

　　教育令第45条に，伝染病に罹る者は，学

　　校に出入するを禁ずと学校伝染病予防規

　一程の始まりが見られる。

1881（明治14年）小学校教則　綱領を定む

　　小学校初等3，中等3，高等2となり高

　　等科において生理（養生法）を教授する。

　　小学校教員心得（文部省達19号）に健康

　　教育，学校衛生に歯する関心を持つこと，

　　及び，教師自身の健康に留意する事等が

　　記述されている。

1886（明治19年）学校令の制定。

　　小学校令（16条）第5条疾病による就学

　　猶予のみ記載，教育令に見られた伝染病

　　に関する規程なし。尋常小学校には，理

　　科なし数学のみ。高等小学校には理科は

　　あるが，教育令施行時にあった養生法は

　　無くなり，1890年までこの状態が続く。

　　中学校では博物の内の一部で，「人体の

　　生理及び衛生」が教授される。

1888（明治21年）活力検査を文部省直轄学校

　　で実施。

1890（明治23年）改正小学校令　第1・19・

　　23条等（体操は，場合によっては行なわ

　　なくとも良いなど）　この年10月30日，

　　教育二関シテ下シ給ヘル勅語・所謂，教

　　育勅語配布される。

1891（明治24年）小学校設備準則制定，制度

　　として学校衛生に関する規定が定められ

　　る。三島通良博士，各学校を巡視，調査

　　判定を行い衛生設備及び衛生知識の不

　　備，改善すべき点等を文部省に報告。

　　小学教則大綱，高等小学校で，人身生理

　　及衛生を理科で示す。

1894（明治27年）小学校における体育及衛生

　　に関する訓令

　　内容は，知育に偏する傾向を指摘し，体

　　育，衛生についての振興を促したもの。

1895（明治28年）高等女学校規程，家事衛生，

　　理科において人身の生理及衛生を示す。

1896（明治29年）学校衛生顧問会議及び学校

　　衛生主事を置く。

　　この頃までの学校設備衛生の状況は，三

　　島通良著「学校衛生学」（明治26年11月

　　27日発行）に詳細に述べられている。

1897（明治30年）学校清潔方法（文部省訓令

　　第ユ号）日常，定期，浸水後清潔方法等

　　に分けられている。学生生徒身体検査規

　　程に関する文部省訓令（第3号）

1898（明治31年）公立学校に学校医を置く。

　　（勅令第2号）

　　学校伝染病予防及消毒方法

1899（明治32年）　文部省大臣官房に学校衛

　　生課を置く。師範学校，中等学校，高等

　　女学校に建築準則を定め，初めて，机，

　　椅子のサイズの標準が示された。

　　小学校設備準則改正，机，椅子のサイズ

　　の標準を示す。

1900（明治33年）喫煙禁止。

　　女子の身体的特性に関しての注意，配慮

　　事項等を示す。

1902（明治35年）中学校教授要目を示す。師

　　範学校入学希望者中，身体障害者の入学

　　禁止を指示。

1903（明治36年）高等女学校教授要目を示す。

1904（明治37年）福岡女子師範学校に学校看

　　護婦を置く。学校に赤十字社派遣看護婦

　　を配置するようになるのは，制度的には

　　1922（大正11年）が最初とされているが，

　　学校に看護婦を置いたのは，福岡女子師

　　範学校が最初といえる。

1907（明治40年）小学校令4回目の改正，尋

　　常小学校で，理科（生理・衛生）

1908（明治41年）学校衛生状況の視察は，視

　　学官及び視学委員の任務となる。

1911（明治44年）高等女学校及実科女学校教

　　授要目，中等学校教授要目改正

　　　　　（以上・明治期のみ）

1940年代～1950年代の関連の著書から
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　「わが国の学校衛生の歴史は浅く，学校衛

生が誕生したのは，明治24年である。」

　　阿部三亥：学校行政　p163教育大学講座

　「わが国の学校衛生は19世紀末，範をドイ

ッにとり，諸制度，組織は整備したが，その

割合に実績を挙げ得ず，明治36年以降，大正

5年の期聞は，学校衛生の暗黒時代ともいえ

る。」

　　荷見秋次郎：新学校保健概論　p5～6

　「要するにわが国今日の衛生事情の立遅れ

は，国民大衆の衛生知識水準の低調が最大の

原因であるが，これは従来健康教育が重視さ

れなかった結果である。」

　　　　　　　小栗女史：教育第6巻　p241

　学校教育：雑誌　昭和14年1月22発行　広

　　　　　島高師附属小学校学校教育研究会

　　　　　広島高等師範学校附属小学に於け

　　　　　る健康教育

体育五十年　竹之下休蔵　　p125p287

　などに，学校衛生・学校保健・健康教育な

どの文字が見られる。

学制　　　1872年8月，文部省布達第13号

　　　　（関連項目）

　27章　下等小学教科　6歳～9歳

　　　　8級～1級まで　　1級6ヶ月

　　　　　10養生法講義　13体術
　　　　上等小学教科　9歳～13歳

　　　　8級～1級まで　　1級6ヶ月

　　　　　3　博物大意

　29章　下等中学教科

　　　　　12博物学　　　！3生理学

　　　　上等中学教科

　　　　　15生理学大意

2！1章　小学校に入る男女は種痘或いは天然

　　　　痘を為したる者に非れば之を許さず

小学教則1872年9月8日文部省布達番外
　　　　ギョウギノサトシ

　　　修身　口授　1週2時

　　　　　下等8，6，5級

　　　童蒙教草等を以て教師自ら之を説諭

す。（飲食を程能すること，養生のこと）

　　　養生　口授　　1週2時　　下等5，

　　　4，3級

　　　　　養生法（前出：松本のもの）　健

　　　　　全学（松田のもの）等に基づき教

　　　　　師白ら綾々之を口述す。

　　　博　　物　上等小学

　　　　　　　　4級週4時，3級週2時，

　　　　　　　　2級週3時，1級週2時

　　　生　　理　上級小学　1級週1時

教師自ら人身の生養する所以の理を口述す。

上・下・小学　全時間480時（各級週30時間）

　　　国語関係　193　算数関係　118

　　　理科　　　　63　地理　　　　51

　　　歴史　　　　24　修身口授　　7

　　　養生口授　　6　罫画　　　　15

　　　各科温習　　3　体操（時数なし）

小学生心得　1872年～73年頃（明5～6年）

　　　　　東京師範学校から2000部　活字

　　　　　学校巡視事務章程（1873：6月）

　　　　　「公立学校設置の位置，室温，空

　　　　　気流通などが悪く，健康に害ある

　　　　　時は，他に移転するように便宜を

　　　　　計るようにすること。」

　1891年，小学校設備準則が定められるまで，

内容として「健康教育」に関連のありそうな

ものや学校設備衛生に関する規定は，上記の

ものだけである。

学区巡視報告書（学監ダビット・モレー：

ディヴィット・マレー：文部書記官など）

　　1875㍗1877年「貧民といえども，摂生法，

　　人身生理の初歩等は大事である。身体幼

　　少時は，脳力体力（原文のママ）共に弱

　　いので，難解な教育を行ない，脳力体力

　　を弱くしないようにすること。幼年子女

　　は身体，才智性行の素性をよく知り，生

　　理学，心理学，的に心身発育の理に従っ

　　て教科書を作ること。」などの報告あり。
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教育令　（1879：9月29日。47条から成る。

　　1880：12月改正あり）

　　45条に，伝染病に罹るものは，学校に出

　　入りすることを得す。（原文のまま）と

　　ある。教科を読書，習字，算術，地理，

　　歴史，修身を原則とすると定めている。

　　　　　（修身の中に，衛生思想の指導を

　　　　　　含めている。）

小学校教則綱領　1881年（明治14年）

　　高等科のみに生理がある。7級後期週2

　　時，8級前・後期週2時で各器官の生理

　　と養生法を実施。同綱領第20条には，

　　（…　兼ネテ緊切ノ養生法ヲ授ケンコ

　　トヲ要ス云々）とあるが，この生理の時

　　間数の割合は，全体の1．25㌫で，その中

　　の一部に上記養生法が含まれているにす

　　ぎない。

　学制，小学教則施行時期（1872～1879）に

は、その教科として，前記の養生法を基にし

て「養生法口授」があり，種痘の必要が就学

の条件となっている。

・教育令，小学校教則綱領施行時期（1879～

1886）は，教科としては特になく，高等小学

校の生理の中に「養生法を授けること」とさ

れ，学校伝染病予防に関係のあるものが，初

めて定められている。

　中等学校では，学制・教育令の時期には，

何れも「生理」が含まれてはいるが，時間数

も少なく，養生法が教授されたとしても，数

時間程度のものと思われる。一

　小学校令（1886）高等科に生理は置かれた

が，教育令時代には置かれていた「養生法」

は，含まれていない。

　中学校令（1886）博物の中に「人体の生理

及衛生」が，5級（第1学年相当）に週！時

問，3級・週2時間，1級・週3時間が置か

れている。

改正小学校令（1890：第1回改正）

　　第1条に，児童生徒の身体発育に留意し

　　て教育を行なうことが規定された。

　　第19条　設備衛生に関する規定。

　　第23条　学校伝染病予防に関する規定。

小学校設備準則（1891）

　　校坤選択の基準，衛生上害のない所，騒

　　音のない所，風紀上悪影響のない所，教

　　室の大きさ，机・椅子の数やサイズは，

　　衛生上，管理上適したもの，生徒一人当

　　たりの広さ，飲料水の準備，衛生上不明

　　な点は，医師と相談して意見を聞く事な

　　どが定められている。

　しかし，明治以降教育制度発達史などによ

れば，初めて制度としで衛生上の配慮が払わ

れる事になったが，この基準に適したものに

するには，校地移転を必琴とする学校が多く

半年程で校地に関する条文は，若干幅を持っ

たものに改正されてしまう事になる。

文部省訓令：第5号（1891：11月　明治24年）

　　小学校教育の目的遂行には，身体は大事

　　な根源であり，身体発育期の幼少の頃か

　　ら身体を丈夫にする必要があることを指

　　摘している。

改正小学校令・小学校教則大綱（1891：11月

17日，文部省令第11号教則第綱）

　　高等小学理科の中に「人体生理及衛生」

　　があり，学校令施行時期としては初めて，

　　再び「健康教育」的なものが含まれる事

　　となった。ここでは，体育の目的に「身

　　体の成長を均斉にし，健康ならしめる」

　　事がうたわれている。

文部省訓令第6号（1894：9月）

小学校令　再度改正（1900　明治33年）

　　この改正に伴い，文部省令第14号によっ

　　て施行規則が定められ，児童の身体を健

　　全に発達せしめん事を期し，何れの教科

　　目においても，その教授は心身の発達の

　　程度に応じて行なうことが調われてい
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　　る。

　同年，中等学校令施行規則・高等女学校令

施行規則が定められる。

1899年（明治32年11月4日）

　久保田　譲は，帝国教育會において，臨時

公開演説を行なっている。

　　（文部次官を退き，のち　貴族院において

’教育問題，特に学制改革論の急先鋒であった）

　　　「将来国家ノ盛衰ニモ関係」を持つ最重

要問題である「教育制度ノ改革ハ，是レヨリ

重ヒ問題ハナイ」として，綾々述べ，「学生

ノ身体ハ甚ダ歳弱ニナリ，精神ハ，衰耗シ，

風紀ハ廃頽シ，甚ダシキハ之ガタメ自分ノ生

命ヲ失ヒ」。と藤村操の華厳の滝への白殺を

例に挙げ，「其子弟ノ体力，身体ガ弱ク，諸

事二堪ヘラレズ」と，国家の資力，国民の生

計衣食住の程度まで欧米と比較し，「甚ダ低

調，国民ノ体カハ身長デハ三寸，（約10cm）

量目ハ三貫目（約12kg）モ軽ク」と歎き，「健

康ニオイテモ，欧米諸国人二比シ遺憾ナガラ

遜色ガアル」と談じて「学科課程ガ統一ヲ欠

キ，．教育ノ方法ヲ適セズ，学生生徒ノ心カヲ

労スル事ガ過度デアリ」，「身体モ精神モ次第

二弱ツテキテ」其の教育目的である「身体モ

精神モ共二強健ニスルトイフ主意二反対」の

結果を来してきたと述べ，「文部省ノ学校衛

生二従事シテイル人ノ話シニ依ルマデモナ

ク，小学校ノ生徒ノ大半ハ病体デアル。中学

校デモ半数ハ近視，或ヒハ肺病，マタハ，脳

病ト言ハレルヨウニ，学生ニハ病人ガ多ヒ」

そして，「在学中二学問ノ．タメノミナラズ，

他ノ事情ノタメニモ精カヲ使ヒ，学校二居ル

間二消耗シテ，卒業後ハ自分ノ衣食ヲ求メル

ノガ急務デ，勇気モ元気モ無クナッテシマッ

テイル」，「身体強健ニシテ，才モ学モ鹸リア

リ，気骨ノアル，日本帝国ノ国士デアルトイ

フ身体ヲ．備ヘテイル者ハ，一体ドノクラヒア

ルノカ，甚ダ，心細イ現状デアル」「コノヨ

フナ，現状ノ制度ヲ根本カラ改正シ」，「其ノ

結果トシテ，学問ト共二身体ハ益々健康二発

達シ，勇壮活濃ニシテ，カツ，愉快ナ学校ノ

生活ヲスルヨフニシナケレバナラナヒ」と

400字原稿用紙，約60枚程度の講演を行なっ

ている。

　問もなく時代は，2000年時代（21世紀）を

迎えるわけであるが，1990年代の現在になさ

れた講演であっても，おかしくない内容を含

んでいる。95年程昔に「問題とされていた事」

が，この間に，問題解決がなされず，今も，

当時と類似の問題が生じている現状は，「歴

史は繰り返す」などと，呑気な事を言って，

甘えていて良いほど，現代は，よい条件では

無いはずである。

　再び過ちを繰り返す「危険性」の方が多い

と感じるのは，筆者だけなのであろうか。

　なお，明治時代の当時でも，

国語教科書には，

　　子供の看病，子供の病気，人のからだ，

煙草と酒，皮膚の養生，養生，人の身体，料

理，伝染病，看護の心得，おくすり，むしば，

目と耳と口。

　などが教材としてあり，「教師用教科書」

の解説には，これらと関連して，「衛生，健

康上の注意も行う事」が記述されている。

修身教科書には，

　　姿勢，ぎょうだい，からだ，元気よくあ

れ，たべもの，せいけつ，けんこう，めしつ

かいをあわれめ，しんたいについてのこころ

え，公衆衛生，身体，節制，からだを大切に

せよ，たべものにきをつけよ，きょうだい仲

よく，迷信をさけよ，

　などが教材としてあり，「教師用教科書」

の解説には，これらに関連して，「衛生思想・

健康思想も合わせて行なう事」が，記述され・

ている’。

　これらを見てくると，部分的とはいえ，「健

康教育」の範騰に含まれる事が取り上げられ

ている。現実の問題としては，「健康に対す
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る考え方」が現在のように確立されていな

かった事。明治期の「脱亜入欧」一（この説

は，福沢諭吉が1885：明治18年に唱えたとさ

れているが，既に，1798：寛政10年に，本多

利明が，その著：経世秘策：の中で提唱して

いる事である）一の背景があることや，また，

当時の教育思想そのものが健康教育を重視す

る方向を志向していなかった事もあり，人間

尊重の思想ではなく，「忠君愛国・富国強兵」

的な思想の下では，精神主義的健康観になら

ざるをえなかったのかもしれない。「健康教

育の可能性」があったにしろ，健康に対する

概念の差から，健康教育としては実施されず

低調であったのは，止むを得なかったとも言

えよう。

　これらの経緯から，学ばなければならない

事は多い。

　それは，現在の社会的な背景の下で発現し

ている青少年の「身体の虚弱化」，年少期の「成

人病、腰痛，高血圧，十二指腸潰瘍等一の発

現」一小学生に発生し始めているとされてか

ら久しい一，幼児や年少者の白殺，年少殺人

者の発生等，何れも，大人の目から見れば「年

少者の心身の異常」としか考えられない事が，

1970年代から1990年代にかけ，多数発生して

いる事実があること。これらを，このまま放

置しておいてはいけないということである。

現状のまま手をこまねいているのは，久保田

譲の講演後95年近い間，何も進歩が見られな

かったと後世の歴史家から評価されてしま

う。

　制度がある事に安住せず，制度を生かす事。

健康教育の場では，何よりも「実践する」事

が大事であることを学びとらねばならないの

であろう。

　1980年代後半，学校の中で大きく問題とさ

れた「校内暴力」，「管理」，「校則」，「登校拒

否」問題等は，小学校・中学校・高等学校で

教育や学習が無視され，（とまでは言えない

としても，ほぼこれに近い状態で）「入試合

格だけの偏差値」受験対応・対策のみの教育

がなされた結果のひとつとも考えられる。ま

た，その責任は，｛大学側の「入試制度一共通

一次，センターテストー」にあるとも言える。

そこでは，「教育」，「学習」も「勉強」も成

されず，大学に「遊びを学び」に来るのなら

未だしも，「目的もなく大学に遊びに来る若

者」の大量生産が残ってしまった結果とも

なっている。

　また，高齢化社会の出現（1988：8月・昭

和63年，厚生省は平均寿命　男性75．61歳・

女性81．39歳になり，スウェーデンを追い抜

いたと発表）は，30年近くも前から判ってい

た事である。ただ，対応がニブかったに過ぎ

ない。平成3年度の平均寿命国際比較でも’，

日本人男性76．09歳，女子82．22歳で，世界で

第1位であ、る。しかしながら，一方では，昭

和49年度を境として始まる国民医療費の，毎

年一兆円を超す増加ぶりにも驚きを示すのみ

で，その対応策に執り遅れてしまっている。

昭和46年当時，私が総理府青少年対策本部，

体力つくり運動係長時代に「国民医療費の10

分の一節約運動」のアイデアを示し予算化し

ようとした時も，「話は解る」で片付けられ，

大蔵省の担当官からの「このような事は，厚

生省がやるべきこと」の一言で，捨てさられ

てしまった経緯がある。当時の国民医療費2

兆7千250億円の時なら，2千7百億円。昭

和60年，国民医療費が16兆円を超過する勢い

の時なら，1兆6千億円。そして，平成3年

度・21兆8千260億円という国民医療費の現

在なら，2兆1千8百億円という数字になる。

この節約成功分の金額は，「身体の修理費」

的な使われ方ではなく，「身体を，より健康

的にするため」か「より建設的なこと」に，

有効な使われ方がされている事になる。

　個人が支払うものだけに，「他人が，とや

かく言うことではない」とも言えるが，国民
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医療費の中身は，その10分の三が「税金」，で

賄われている事を，もっと広く知らせて節約

運動を展開し，その分の額を，消耗的にでは

なく，建設的に有効に利用するという発想の

変換を計らなければならないであろう。

　日本以外の国に対するものとして，「発展

途上国」とか「後進国」とか「新興国」など

の言葉が残されているが，日本国の（と言う

よりも，それを使い始めた日本人の，と言う

べきか）「思い上がり」以外の何物でもない

発想といえる。最近はこれらの言葉を用いな

くなってはきているが，大変，恥ずかしい言

葉であると感じている。

　明治維新の頃，当時の為政者たちは，わが

国は後進国であると自覚し，新興国の意気込

みで，必要性があって「文明開化」に取組ん

だ。そして，江戸期には，「お江戸」はロン

ドンなどよりはるかに多い人口を抱え，そこ

に住む人々は，その以前から清潔で，江戸期

当時のロンドン市民などよりはるかにレベル

の高い文化生活をしていたことを忘れ，「全

てが遅れている」として，それまで，中国か

らも学んだ千年以上の知恵を捨て，あざやか

すぎるほどあざやかに，西洋技術文明への一

斉転換をやってのけてしまったのである。こ

の過ちに似たことは，第二次大戦後「日本の

やり方は全て悪，自由アメリカは全て正」的

な発想として繰り返された。

　歴史を学ぶということは，何時，何処で，

何があったか，を知識として覚えるだけでは

なく，数々の資料の脈絡をつかみ，その背景

を見抜く力を養い，それぞれの民族や国家が

持つ多様な文化遺産を大切にする「心を育て

る」ことではあるまいか。

　筑波大学では，最近「過ちを繰り返すに類

すること」を，平気で行なったような気もす

る。筑波大学の学生で「大学生として，満足

な文章も書けない」者が多いのに，国語を必

修単位から外したり，「4年間，通年単位，

計4単位の体育」の授業を，2単位でも可，

3でも4単位でも可とし，それが，各学類で

決められたことなどである。

　「2単位で結構」と定めた学類の学生たち

が，このまま経過し，やがて，4年，5年過

ぎた時点で，「以前に比べて，うちの学類の

学生にノイローゼ患者が増えてきた」などと，

その学類の担当教官の話題になったり，10年，

20年経って，卒業生が社会で活躍する年齢に

なった頃「筑波大学の卒業生は粘りが無い」

といわれ，調べてみると大学時代に体育の単

位は，2単位のグループだった。などの評価

を受けないことを望んでいる。

　人間のやること，誤ちを犯すのは，あり得

ることではある。しかし，同じ誤りに似たこ

とを繰り返すのは，利口な人問のやることで

はない。まして，同じ誤ちを二度繰り返すの

は，愚かな人のやることである。そこに至る

背景，そこに至った背景など，歴史から学ぶ

ことには，貴重なものがある事を知るべきで

あろう。
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